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Ⅱ 制度導入後 20年を迎える政策評価の改善  

２ 改善の取組のアイデア 

（２）「しなやかな評価」とするために  

① 施策の特性等に応じた政策評価  

目標管理型評価への過度の偏重を改め、各府省が施策の特性や改善

の目的等に応じて柔軟に多様なスタイルで評価を行うことができる

ように、考え方を整理し、明らかにする。この「考え方」には、現時

点で、以下のような事柄を盛り込むことが必要と考えられる。  

ア 略 

イ 政策評価を行うときは、対象とする政策や施策の性質や、評価を

実施する目的等に応じ、最適な評価方法を選択すべきであること。  

ウ 略 

② 政策評価の重点化等  

施策ごとに細かい目標や測定指標が多数設定されている評価書が

散見されるが、当該施策の目的との関係で、当初はともかく、現在は

意味が乏しくなっていると考えられるものもみられる。これは、必要

な評価作業を合理的に行う形に改めていく必要がある。 

そのためには、施策、目標及び測定指標が、政策目的に対して意味

のある形で設定され、重点化が図られるよう、ロジックモデルの活用

等により、高次の政策目標との関係性がより明確になる形で大括りに

してまとめることや、当該府省の任務との関係で施策の進捗状況を的

確に表せるものに絞り込むなどの対処方法を検討する必要がある。 
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